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「小学校及び中学校学習指導要領解説特別の教科 道徳編」（平成29年７月）

では、学校における道徳教育は、道徳科を要として全教育活動において、児童

生徒一人一人の道徳性を養うものであり、校長の方針の下に、道徳教育の推進

を主に担当する教師（道徳教育推進教師）を中心に、全教師が協力して道徳教

育を展開するよう求められています。そして、学校が組織体として一体となっ

て道徳教育を進めるためには、全教師が指導力を発揮し、協力して道徳教育を

展開できる体制を整えることが求められています。 

そこで、教職員の協力体制を構築し、一体となって道徳教育に取り組むこと

ができるよう、道徳教育推進教師が中心となって、教職員の連携、家庭や地域

との連携、小中連携を進めるための手立てをまとめた「道徳教育充実のための

連携推進サポートブック」を作成しました。 

「道徳教育充実のための連携推進サポートブック」は、教職員の多忙化解消

や業務改善の面から、なるべく負担にならずに取り組むことができる内容とな

っています。道徳教育推進教師は学校の実態に応じて、まずは、必要なところ

を参考にして活用してください。さらに、教職員の連携、家庭や地域との連携、

小中連携の内容を関連させて取り組むことで、より学校全体で教職員が一体と

なって道徳教育に取り組むことができます。また、道徳教育推進教師以外の教

職員にも、道徳教育を進める上でぜひ参考にしてほしいと思います。 

「道徳教育充実のための連携推進サポートブック」が道徳教育の一層の充実

に役立つことを願っています。 
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初めて道徳教育推進

教師になったので少

し不安です。 

私がアドバイスします。 

道徳教育について

一緒に学びましょ

う。 

＜主な登場人物＞ 

道徳教育推進教師Ｂさん 

ベテラン道徳教育推進教師 

Ａさん 

若手教職員Ｃさん 
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道徳教育推進教師の役割とその主な内容の例 

役割 主な内容 

道徳教育の指導計画の作成

に関すること 

・指導計画（全体計画、全体計画別葉、年間指導計画）

の作成や見直しを行う。 

全教育活動における道徳教

育の推進、充実に関すること 

・全体計画の周知を図る。 

・全体計画別葉や年間指導計画の活用を促す。 

道徳科の充実と指導体制に

関すること 

・道徳科の授業を公開し、授業の進め方について共通

理解を図る。 

・教職員が協力し合う指導体制を作る。 

道徳用教材の整備・充実・活

用に関すること 

・道徳用教材の整理、保管と活用を促す。 

道徳教育の情報提供や情報

交換に関すること 

・教職員へ道徳通信の発行を行う。 

道徳科の授業公開など家庭

や地域社会との連携に関す

ること 

・家庭や地域に道徳教育に関する情報を発信する。 

・授業参観等に道徳科の授業を位置付ける。 

・家庭や地域との連携による指導を促す。         

道徳教育の研修の充実に関

すること 

・校内研修等で道徳について研修する機会を設ける。 

・道徳教育に関する小中連携に取り組む。 

道徳教育における評価に関

すること 

・道徳科の評価の仕方について共通理解を図る。 

 

 

 

 

 

 

初めて道徳教育推進教師になりましたが、どのような役割がある

のですか。 

道徳教育推進教師は、道徳教育を推進する上での中心となる教師

です。全教職員が協力して道徳教育を展開できるよう働きかけて

いきます。役割を見ていきましょう。 

これらの役割を全て一人で行う必要はありません。教職員と連携

を図り、協力してもらいながら進めていくことが大切です。できる

ことから少しずつ始めていきましょう。 
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小・中学校で道徳科の
授業を互いに参観して
いる。 
 

いいえ 
 
 

 P46へ  

小・中学校で道徳教育
に関する合同研修会を
実施している。 
 

いいえ 
 
 

P47～P51へ 

全体計画、全体計画別
葉、年間指導計画を活
用している。 
 

いいえ 
 
 

P８～P10へ 

家庭や地域に道徳教育
に関する情報を発信し
ている。 
 

いいえ 
 
 

P33～P35へ 

道徳科の授業の進め方
や評価について教職員
で共有している。 
 

いいえ 
 
 

P12～P15へ 

担任任せではなく、教
職員で協力して授業に
取り組んでいる。 
 

いいえ 
 
 

P16～P21へ 

家庭と連携した授業を
実施している。 
 
 

いいえ 
 
 

P36～P39へ 

地域の人材を活用した
授業を実施している。 
 
 

いいえ 
 
 

P40～P43へ 

OJT を生かした学びの
機会を設定している。 
 
 

いいえ 
 
 

P22～P24へ 

道徳用教材の整備や道
徳コーナーの設置がで
きている。 
 

いいえ 
 
 

P27～P29へ 

教職員向けに道徳通信
を発行している。 
 
 

いいえ 
 
 

P30～P31へ 

教職員の連携 

家庭や地域との連携 

小中連携 

 

学校の道徳教育の推進状況を確認してみましょう。できていない項

目は、記載されたページを参照してください。教職員の連携、家庭や

地域との連携、小中連携の三つの連携を進め、教職員が一体となって

道徳教育の充実に努めましょう。 
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教職員の連携 
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道徳教育の全体計画は、どのように活用するのですか。 

年度始めの職員会議や校内研修などで全体計画を説明する時間

を確保し、学校の道徳教育の重点や推進すべき方向について全教

職員で共通理解を図りましょう。 

学校の重点目標や

重点目標に関わる

内容項目（重点内

容項目）を確認し、

全教職員で共通理

解を図ります。 

各学年の重点内容

項目は、道徳科の

年間指導計画に反

映させます。 

全体計画の例 

学校の道徳教育についての考え方や取組などについて、家庭や地域

に通信や Webページで発信し、理解と協力を得ることも大切です。 
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全体計画別葉を職員室に掲示し、各教科等における道徳教育に関

わる指導の内容を確認したり、新たな指導場面や変更点、改善点

を朱書きして記録したりしていきましょう。 

全体計画別葉は、どのように活用するのですか。 

全体計画別葉の例 

指導した内容にチェックを入れ、実施状況を

全教職員で共有できるようにしましょう。 

重点内容項目は目立つように工夫

し、意識して取り組みます。 

重点内容項目を中心に作成

すると見やすくなります。 

全体計画別葉を活用して、学校の教育活動全体を通して道徳

教育を進めていくという教職員の意識を高めましょう。 
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授業後の評価を記録していき、次年度に引き継ぎます。年度末に

は、一年間の授業を通して、より指導の効果を高めることができ

るよう配列の見直しを各学年で行いましょう。 

 

年間指導計画は、どのように活用するのですか。 

年間指導計画の例 

年間指導計画には、学校の重点目標を反映させます。

重点内容項目は、年間一時間ではなく、他の項目より

多めに時間数を確保しましょう。 

 

備考欄を設け、授業後に気付いた点や改善点な

ど、次年度に引き継ぐことができるよう記録を

残します。 
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指導計画について 

 

１．道徳教育全体計画 

道徳教育の全体計画は、道徳教育の基本的な方針を示すとともに、学校としての

道徳教育の目標を達成するために、どのようなことを重点的に推進するのか、各教

育活動はどのような役割を分担し関連を図るのか、家庭や地域との連携をどのよう

に進めていくのかなどについて総合的に示したものです。各学校においては、道徳

教育の目標を踏まえ、道徳教育の全体計画を作成し、校長の方針の下に、道徳教育

推進教師を中心に、全教職員が協力して道徳教育を展開していくことになります。 

 

２．全体計画別葉 

 全体計画別葉は、道徳科の授業以外の教育活動における道徳教育の指導内容や時

期等を、全体計画とは別に作成して一覧表にして示したものです。例えば、各教科

等における道徳教育に関わる指導の内容及び時期を整理したものや、道徳教育に関

わる体験活動や実践活動の時期等が一覧できるものや、道徳教育の推進体制や家庭

や地域等との連携のための活動等が分かるものを全体計画別葉として作成します。

全体計画別葉によって、道徳科と他の教育活動の関連を図った指導を行うことがで

きるようになります。 

 

３．年間指導計画 

 年間指導計画は、道徳科の指導が道徳教育の全体計画に基づき、児童生徒の発達

の段階に即して計画的、発展的に行われるように組織された全学年にわたる年間の

指導計画です。児童生徒の実態や多様な指導方法等を考慮して、学年段階に応じた

主題を構成し、この主題を年間にわたって適切に位置付け、配列し、学習指導過程

等を示すなど授業を円滑に行うことができるように示します。 

 

 

指導計画の見直しも行

い、学校全体で改善を

図っていきましょう。 

コラム① 
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学校全体の道徳科の授業の質を高めるためには、まずどうすれば

よいですか。 

道徳教育推進教師が講師となり、道徳科の授業づくりの仕方や授

業の進め方について説明し、全教職員で共有しましょう。 

 道徳科の授業を通じて児童生徒の道徳性を養っていくためには、特定の教職員が

優れた実践を行うのではなく、学校全体の道徳科の授業の質を高めていく必要があ

ります。そこで、道徳教育推進教師は校内研修主任と連携を図り、年度始めの校内

研修の時間に、道徳科の授業づくりの仕方や授業の進め方について説明し、全教職

員で共有しましょう。年度始めに行うことで、教職員の道徳科の授業への意識を高

め、質の高い授業に向けて、全校で足並みを揃えてスタートを切ることができます。 

授業づくりの仕方

や授業の進め方に

ついて確認できる

ので、安心して授業

に臨めます。 

教職員用に道徳科の授業の基本的な流れや進め方をまとめ、研

修などで活用している学校もあります。 
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 「はばたく群馬の指導プランⅡ」を活用しよう 

 群馬県教育員会から、主体的・対話的で深い学びにするための授業づくりの基本

や実践例をまとめた「はばたく群馬の指導プランⅡ」と「はばたく群馬の指導プラ

ンⅡ ICT活用 Version」が発行されています。授業づくりや授業の流れなどを説明

する際に積極的に活用しましょう。 

 

☆「はばたく群馬の指導プランⅡ（特別の教科 道徳）」 

URL：  

 

 

☆「はばたく群馬の指導プランⅡ ICT活用 Version（特別の教科 道徳）」 

URL：  

 

http://www.nc.gunma-

boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main

&upload_id=2222 

http://www.nc.gunma-

boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&

upload_id=4780 

教職員用にまとめた道徳科の授業の基本的な流れや進め方の例 

コラム② 

 

http://www.nc.gunma-boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=2222
http://www.nc.gunma-boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=2222
http://www.nc.gunma-boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=2222
http://www.nc.gunma-boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=4780
http://www.nc.gunma-boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=4780
http://www.nc.gunma-boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=4780
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道徳教育推進教師は、道徳科の評価の仕方や、通知表や要録の所

見の書き方について示し、学校全体で共通理解を図りましょう。 

道徳科の評価について、学校として組織的に取り組むためには、

どうすればよいですか。 

評価の仕方の例 

 

次のような基本文型が示されていると、所見を

書く際の参考になるので、助かります。 
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評価の基本文型の例 

OPPシートを活用しよう 

一枚ポートフォリオ評価（OPPA：One Page Portfolio Assessment）とは、複数の

授業の振り返りを一枚のシートにまとめていき、自己評価する方法のことです。使

用する一枚のシートを OPPシートといいます。児童生徒の変容が見やすいため、大

くくりなまとまりで評価する際に有効です。 

 

 

OPPシートの例 

＜学習前の考え＞ 

＜学習後の考え＞ 

＜学習前後の比較＞ 

＜学習履歴＞ 

・教材名 

・感想など 

＜保護者から＞ 

コラム③ 
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（１）ローテーション道徳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員が協力して道徳科の授業に取り組むには、どうすればよい

ですか。 

ローテーション道徳やティーム・ティーチング（TT）、ユニット

の導入を提案し、全教職員が道徳科の授業に関わる機会を作り

ましょう。 

 ローテーション道徳は、一人の教職員が一つの教材で複数のクラスを回って道徳

科の授業を行う取組です。一つの教材で複数回授業を実施するので、じっくりと時

間をかけた授業準備や、PDCAサイクルでの授業改善が可能となります。また、評価

を複数の教職員で行うことができるので、評価の妥当性や信頼性を高めることがで

きます。担任外の教職員がローテーションに入っていれば、T2として授業に参加す

ることや、他の教職員の授業を参観し学ぶこともできます。 

ローテーションの例 

ローテーション道徳を行うことで、全教職員が道徳科の授業に

関わることができ、道徳に関する話題も増えます。 
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略案づくりをローテーションで行うことでできる PDCAサイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校または学年で道徳科を同じ時間に揃えることで、ローテーション道徳が行い

やすくなります。また、ローテーションは年間を通じて継続させる必要はありませ

ん。学期に１回はローテーション道徳を実施する、年度の始めと終わりの時期は担

任が担当するなど、学校や学年の実態に合わせて実施回数や時期を設定しましょう。 

学年の中で担当する順番を決め、道徳科の略案（中心発問や補助発問、板書や授

業の流れなど）の作成をローテーションで行います。学年会を利用して略案を検討

し、協力して道徳科の授業づくりを行うことで、教職員で学び合うことができ、道

徳の苦手意識の払拭や指導力向上にもつながります。 

ローテーション道徳をすることで、自分のクラスの児童生徒

との関わりが少なくなってしまいます。 

担当者による略案の作成 

・学年会で検討、略案の加筆修正 

・資料の準備 

 

授業改善 

・改善策を次の授業に生かす 

振り返り、評価  

・学年で授業の情報交換、授業の

改善策を考える 

・年間指導計画に評価を記入 

略案づくりをローテーションで行う方法もあります。略案

を基に、担任は自分のクラスで授業を行うことができ、担

任外の教職員も道徳科の授業に関わることができます。 

授業実施 

・担当者が担任外でも授業を行え

るよう配慮する 

Do Plan 

Check Action 
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（２）ティーム・ティーチング（TT） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳科の授業をTTで行うことで、担任以外も道徳科の授業に関わりをもつことが

できます。また、役割分担をしながら、より多くの児童生徒の意見を細やかにくみ

取り、授業に反映させることができます。児童生徒のよさにもより目を向けること

ができるので、客観的な評価につながります。 

TTを行う際には、T2が板書を行うだけの役割にならないよう、事前打合せで役割

分担について十分に話し合った上で授業に臨むことが大切です。 

中学校では、担任と副担任のTTによるローテーション道徳を行うこともできます。

T1とT2を入れ替えたり、組合せを替えたりするなどもできます。 

二人で授業の改善点な

どを話し合うことがで

きるので、指導力向上

につながります。 

TTによるローテーションの例 



- 19 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年集会のように全学級が集まり、学年主任や学年の道徳担当が中心となって授

業を進め、担任はT2として自分のクラスの児童生徒の意見を引き出しながら進めて

いく学年道徳もあります。学年道徳では、授業者以外の学年の全教職員がT2として

授業に参加することができ、協力して指導に当たることができます。 

  

 まずは、児童生徒の実態や学年の重点目標などを踏まえて、ユニットのテーマと

目標を設定します。その際、学校行事や総合的な学習の時間などの内容も踏まえて

考えることで、教育活動全体と道徳科の授業の関連を図ることができます。次に、

ユニットの目標に迫るために、道徳科の教材を複数組み合わせてユニットを作成し

ます。道徳科だけでなく、道徳科と他の教育活動をまとめてユニットを作成するこ

とも可能です。 

ユニットとは、道徳科の教材を複数組み合わせた単元のことです。複数の授業を

一つのユニットと考え、それを積み上げていきます。ユニットを組むことで、児童

生徒は一つのテーマについて自分の考えを広げたり深めたりすることができます。

教職員は、ユニットのテーマや授業の指導内容、関連する行事へのつながりなどを

話し合いながら、協力して道徳科の授業に取り組むことができます。 

学年道徳を行う前

に、学年会を利用し

て全員で教材研究

を行い、協力して授

業づくりに取り組

むことが大切です。 

（３）ユニットの導入 
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ユニットの構成パターンの例 

 

①テーマに合った同じ内容項目の組合せ 

例：ユニットテーマ「かけがいのない生命を見つめよう」 

 

 

 

 

 

②テーマに合った異なる内容項目の組合せ 

例：ユニットテーマ「いじめについて考えよう」 

 

 

 

 

 

③中心となるテーマを、他の内容項目で補強する組合せ 

例：社会の一員としての役割を知ろう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１時 

「生命の尊さ」 

第２時 

「生命の尊さ」 

第２時 「個性の伸長」 

第１時 

「社会参画と

公共心」 

第４時 

「よりよく 

生きる喜び」 

第３時 「希望と勇気、努力と強い意志」 

第２時 

「友情、信頼」 

第３時 

「生命の尊さ」 

第１時 

「公正、公平、社会正義」 

一つのテーマについて、複

数の教材や複数の内容項

目を扱うので、多面的・多

角的に物事を考えること

ができ、価値に対する深い

理解が期待できます。 
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ユニットの流れ（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニットを組むことで、一つのテーマで大くくりなまとまりを踏

まえた評価ができるので、評価がしやすくなります。ユニットと

OPPシートによる振り返りの組合せは効果的です。 

ユニットのテーマを設定 

・児童生徒の実態、学年の重点目標、 

総合的な学習の時間などの内容を 

踏まえて設定する。 

 
 

ユニットを作成 

・道徳科の教材を複数組み合わせる。 

・他教科の学習と関連を図ることも可。 

学年の重点目標は「親切、思いやり」ですね。      

 

         

人権月間と関連させて、ユニットを作成 

することもできそうですね。 

テーマに迫るためには、どの教材を組み合わ 

人を大切にすることについて考えることを 

テーマにするのはどうですか。 

せるとよいか、考えましょう。 

 

 

ユニットの授業、振り返り 

・年間指導計画に授業の評価や反省を記録する。 

 

評価や反映を記録する。 

ユニットの授業後は学年でしっかり 
     
と振り返りを行うことが大切です。 

ユニット実施前

と実施後の考え

を比較すること

で、児童生徒の

変容が見取りや

すくなります。 
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道徳科の授業を参観し合うなど、授業を通して学んだり、学年や

メンターチームで研修を行ったりするなど、OJTを生かして学び

の機会を作りましょう。 

道徳教育に関する研修を行う時間がなかなか取れません。どうす

ればよいですか。 

道徳教育推進教師は管理職や校内研修主任に働きかけ、年度の始めに道徳教育に

関する研修の時間を設けましょう。道徳教育の全体計画の説明、道徳科の授業の進

め方、評価についてなど、全教職員で共通理解を図っておくべきことを年度始めの

研修でまとめて行い、学校全体で道徳教育推進の方向性を一致させます。 

道徳教育推進教師が中心となって、気軽に教職員同士で授業を見せ合えるような

体制を作りましょう。若手の教職員に声を掛け、「授業を見に行く会」を立ち上げ、

道徳教育推進教師がベテランの教職員にお願いをして授業を参観させてもらった

り、メンバー同士で順番に授業を見せ合ったりします。参観後は、メンバーで意見

交換などをすることで、学びを深めることができます。まずは、道徳教育推進教師

が授業を公開し、「授業を見に行く会」をスタートさせましょう。 

 

学習指導案は必要なし

とするなど授業者の負

担を減らすことで、お互

いに気軽にできます。 
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道徳教育推進教師は、各クラスの道徳科の授業を参観し、授業後には、授業者と

簡単な授業検討を行うことで指導力の向上に努めましょう。授業のよかった点や改

善点を伝えたり、授業の悩みなどの相談に乗ったりすることで、これからも相談し

やすい関係を築くことができます。全てのクラスを参観するのが難しい場合は、参

観の希望を募ったり、若手の教職員に絞って参観したりするなど、できる範囲で実

施していきましょう。 

道徳教育推進教師は、年度始めに示範授業として道徳科の授業を公開しましょう。

新たに転任してきた教職員がこれまでの研修内容などを理解するとともに、学校全

体で道徳科の授業の進め方を確認することで、全校で質の高い授業を行うことにつ

ながります。また、年度当初だけでなく、率先して担当するクラスや学年の道徳科

の授業を公開したり、他のクラスや学年で授業を行ったりすることで、他の教職員

の道徳科への意識や指導力の向上につながります。公開後には、参観した教職員と

感想や改善点などを話し合うことで、共に学び合うことができます。 

授業を見ることが

できて勉強になり

ます。 

各クラスの道徳科の

授業を参観し、授業

者と一緒に振り返り

を行いましょう。 
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メンター研修とは、複数の先輩の教職員が、複数の初任者や経験の少ない教職員

とチームを組み、互いの資質能力を高める人材育成システムです。メンターチーム

を学校内の組織に位置付けておくことが大切です。道徳科の教材研究や模擬授業を

メンター研修で行ったり、メンターチームで互いの道徳科の授業を参観し合ったり

することができます。道徳教育推進教師は、メンターチームのリーダーに働きかけ、

メンター研修に道徳教育に関する研修を取り入れ、若手教職員の道徳教育への意識

を高めましょう。 

学年会を利用して、次に実施予定の教材を確認し、導入や発問について話し合う

など、協力して授業づくりを行いましょう。道徳教育推進教師に声を掛け、アドバ

イスをもらうこともよいでしょう。授業後には、授業の様子などを共有し振り返り

を行いましょう。時には授業を参観し合い、参観後にミニ研修を行えるとよいです。

気軽に話し合える雰囲気を作り、日常的に学び合うことが大切です。 

メンター研修で道徳科の

授業づくりに取り組みま

しょう。 

研究授業などの前には、学

年で指導案検討や模擬授業

を行い、協力して研修に取

り組みましょう。 
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研修に動画を活用しよう 

動画を活用した研修用教材があるので、いくつか紹介します。校内研修などに活

用してみてはどうでしょうか。 

 

☆文部科学省「道徳教育アーカイブ」 

「考え、議論する道徳」の実現に向けて指導方法の工夫事例やいじめ防止を扱っ

た実践事例を、授業映像や指導案で紹介しています。授業映像では、「考え、議論す

る道徳」の授業づくりの参考となる工夫のポイントを、実際の授業の映像と授業者

へのインタビューを通して紹介しています。 

URL：https://doutoku.mext.go.jp/ 

 

 

 

☆文部科学省「各教科等の指導におけるICTの効果的な活用に関する解説動画」 

 各教科等の指導におけるICTの効果的な活用に当たって参考となる解説動画です。

学校での実践事例に基づき、「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善を行

うに当たって参考となるので、研修や日々の授業の改善などに活用できます。 

URL：https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00941.html 

 

 

 

 

 

☆NITS独立行政法人教職員支援機構「校内研修シリーズ」 

学校で実施する校内研修を60分と想定し、20分程度の講義動画を提供しています。

校内研修の始めに視聴し、それをふまえた演習・発表を行うことで、校内研修に活

用することができます。 

URL：https://www.nits.go.jp/materials/intramural/ 

 

 

 

 

 

動画なので分かり

やすいです。 

コラム④ 

https://doutoku.mext.go.jp/
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00941.html
https://www.nits.go.jp/materials/intramural/
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道徳教育パンフレットを活用しよう 

群馬県教育員会から道徳教育に関するパンフレットが発行されています。道徳教

育の充実に向けて参考にしてみてください。 

 

☆「はじめよう！道徳科」 

 ①道徳科になることで変わること、変わらないこと、②授業づくりの流れ、③考え、

議論する道徳とは、④道徳科における評価とは、について分かりやすく説明してい

ます。 

URL：  

 

 

 

 

 

☆「ふかめよう！道徳科」 

 ①教育活動全体で行う道徳教育、②「考え、議論する道徳」の授業、③道徳科の

評価、について文部科学省・群馬県教育委員会の指定校・指定地域における取組を

紹介しています。 

URL： 

 

 

 

 

 

☆「ふかめよう！道徳科 実践編」 

①文部科学省・群馬県教育委員会の指定地域における指導と評価の一体化や大く

くりなまとまりを踏まえた評価についての実践例、②道徳教育研究協議会で出され

た各学校で行っている評価のための工夫例を紹介しています。 

URL： 

 

 

 

 

 

 

http://www.nc.gunma-

boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=1806 

 

http://www.nc.gunma-

boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=1374 

 

http://www.nc.gunma-

boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=3165 

 

コラム⑤ 

http://www.nc.gunma-boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=1806
http://www.nc.gunma-boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=1806
http://www.nc.gunma-boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=1374
http://www.nc.gunma-boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=1374
http://www.nc.gunma-boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=3165
http://www.nc.gunma-boe.gsn.ed.jp/?action=common_download_main&upload_id=3165
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道徳用教材はどのように整備していけばよいですか。 

道徳専用のスペースを作り、授業で活用したものは学年別、教材

別にファイルなどに分かりやすくまとめていきましょう。 

授業で活用した掲示物、学習指導案、ワークシートなどはいつでも誰でも活用で

きるように整理して保管していきましょう。データで保存できるものは、共有フォ

ルダ内に保存していきます。道徳教育推進教師は、保管の仕方や保管場所を全教職

員に伝え、学校全体で取り組むことで、資料やデータが蓄積されていき、教材研究

や授業準備を効率的に行うことができます。 

教材ごとに、掲

示物、指導案、

ワークシートな

どを整理してお

きましょう。 

道徳専用のスペ

ースを作り、学

年別にファイル

などを作成し保

管しましょう。 
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授業後の板書を撮影し、データを保存していきましょう。板書の写真から自分の

授業を振り返ることができます。ネームプレートを用いて児童生徒の発言などを分

かるようにしておけば、評価に活用できます。また、他の教職員が板書した写真を

見ることで、授業の流れや板書の仕方などを学ぶことができ、指導力向上に役立ち

ます。 

学校全体で、板書の写真

データを蓄積していきま

しょう。 

 

作成した教具も

保管して、来年

度に引き継ぎま

しょう。 
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各学年の廊下や掲示板に道徳コーナーを作り、月に１回は更新す

るよう学年主任や学年の道徳担当に働きかけましょう。 

道徳コーナーを作ろうと思うのですが、どのように進めればよい

ですか。 

各クラスや学年の廊下、掲示板など、児童生徒や教職員の目につきやすい場所に

道徳コーナーを作りましょう。日々意識化することで、児童生徒の授業での学びを

広げ、実践意欲を高め、普段の生活の中でも生かせるようにします。教職員同士も

他のクラスや学年の様子を知ることができ、職員室などでの話題も増えます。また、

道徳コーナーは学校公開日や授業参観の際には、保護者や地域の方々の目にも留ま

ります。家庭や地域との連携を進める上でも、道徳コーナーは有効な手立てとなり

ます。 

重点内容項目に関する

掲示物で道徳コーナー

を充実させましょう。 

道徳科の授業で活用し

た場面絵や児童生徒の

振り返り、授業の様子

などを掲示します。 
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教職員向けに道徳通信を発行したいのですが、どのような内容に

すればよいですか。 

教職員で共通理解を図りたいことや、教材研究に役立つこと、道

徳教育に関する記事などが考えられます。月に１回や学期に２～

３回程度の無理のないペースで発行しましょう。 

道徳教育推進教師が中心となり、教職員向けに道徳通信を発行しましょう。道徳

通信によって、教職員の共通理解を図ることができます。道徳部で内容について話

し合ったり、分担して作成したりするなど、協力して発行し、教職員の道徳教育に

対する意識を高めましょう。 

 

教職員向けの道徳通信の例① 
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教職員向けの道徳通信の例② 

教職員から道徳に関する質問を募集し、道徳通信

で回答していく方法もおすすめです。 
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第Ⅲ章 

 

家庭や地域との連携 
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道徳教育を家庭や地域と連携して進めるには、どのようなことか

ら始めればよいですか。 

まずは学校から情報を発信することが大切です。学校の道徳教

育の全体計画や道徳教育に関する取組、道徳科の授業の様子な

ど積極的に発信し、家庭や地域の道徳教育への理解を深め、興味

や関心を高めましょう。 

学校や学年、クラスから出される通信や Webページに、道徳科の授業の様子や児

童生徒の感想、道徳的な行動などについて載せましょう。 Webページはあまり更新

されないと見てもらえませんので、更新はなるべく頻繁に行えるとよいです。負担

にならないように学年内で輪番制で書くなど協力していくことが大切です。 

管理職や学年主任、学級担任に働きかけ、

学校全体で道徳教育に関する情報を積極

的に発信していきましょう。 
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家庭や地域に向けた道徳通信を通じて、学校でどのように道徳教育に取り組んで

いるのか家庭や地域に伝えましょう。道徳通信には、どのような授業を行ったのか、

内容項目やねらい、資料のあらすじに触れ、授業の様子や児童生徒の感想、家庭へ

のお願いなどを載せましょう。文字だけにならないよう、話合いの様子や板書など

の写真を入れて伝えるとよいでしょう。また、道徳科の評価についてのことなど、

道徳科に関する基本的な情報について掲載するのもよいと思います。 

家庭や地域に向けた道徳通信の例 

各学年で道徳科の授業の様子を輪番制で書いていくなど、協力

して取り組むことが大切です。 
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家庭や地域への道徳科の授業を公開しようと思うのですが、どの

ように進めたらよいですか。 

道徳教育推進教師は、全てのクラスが授業参観の計画の中に一度

は道徳科の授業を位置付けられるよう、管理職と相談し提案しま

しょう。 

 

道徳科の授業を公開することは、学校における道徳教育の理解と協力を家庭や地

域から得るためにも大切です。一年に一度は道徳科の授業を公開しましょう。保護

者用に学習指導案を用意し、授業のねらいやポイントを示すことで、道徳科に対す

る関心を高めることもできます。道徳教育推進教師は管理職と相談し、授業参観の

計画の中に一度は道徳科の授業を位置付けましょう。 

授業公開をオンラ

インで実施するこ

ともできます。 

学級懇談会では、学校の

道徳教育についての取組

などを説明し、家庭の理

解と協力を得ましょう。 
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道徳科の授業を通じて家庭と連携を図るには、どのような方法が

ありますか。 

アンケートや児童生徒への手紙、インタビューを頼む、宿題を活

用する、授業に参加してもらう、授業後にワークシートにコメン

トをもらうなどの方法があります。 

道徳科の授業前に、保護者にアンケートや手紙、インタビューの依頼をし、授業

で活用しましょう。「家族愛、家庭生活の充実」の内容で活用しやすいです。依頼す

る際には、保護者に趣旨を十分に説明し、理解を得ることが大切です。ねらいとす

る価値から離れないように、授業のねらいを明確にして伝えましょう。アンケート

や手紙、インタビューの内容はプライバシーに配慮して大切に扱いましょう。 

裏面に資料を

載せておくと

学習内容が保

護者に伝わり

やすいです。 

アンケート協力のお願いの例 
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小学校では宿題を活用して、次時で扱う教材を親子で読み感想を伝え合いましょ

う。親子で読むことで、児童の興味・関心を高め、内容理解にも役立ちます。 

アンケート作成ソフトを活用し、 Web上でアンケートを行う

ことで、回答の集計を効率的に行うことができます。 

アンケート作成ソフトで作成した保護者アンケートの例 

親子で取り組むことで、保

護者の道徳科への興味・関

心を高めることができま

す。 

集計結果 

集計 
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道徳科の授業で使用したノートやワークシートを児童生徒が家庭に持ち帰り、コ

メントをもらいましょう。保護者は授業の内容や児童生徒の考え、心の成長ぶりな

どを知るよい機会となります。ワークシートに家庭からのコメント欄を設けておき

ましょう。 

小学校では、中心発問について親子で考え、ワークシートやノートに書いてくる

方法も効果的です。親子で一緒に考えることで、児童の考えを深めることができま

す。また、事前に考えてくることで、授業での話合いの時間を普段よりも多く確保

することができ、更に考えを深めることができます。 

 

家庭からの称賛や励

ましは、児童生徒の

自己肯定感や自己有

用感を高めることに

つながります。 

親子で一緒に取り

組むことで、お互い

の考えを知るよい

機会となります。 
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小学校では、保護者と協力し、カードなどを活用して道徳科の授業で学習したこ

とを家庭での実践につなげましょう。通信などで保護者に学習した内容やどのよう

な実践に取り組むのかを伝えます。そして、児童の実践を認め、励ます声掛けを行

うなど協力をお願いしましょう。 

小学校の低学年に有効です。家庭の協力を得ることで、

児童の実践意欲を高めることができます。 

協力を依頼する通信の例 

実践につなげるカードの例 
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地域の人材を授業で活用したいのですが、協力していただける方

を探したり、打合せや日程の調整をしたりするのが大変です。 

インタビュー動画を活用して、間接的に授業に参加していただ

くことで、打合せや日程調整などの負担を減らすことができま

す。地域の人材が見付からないときには、関係機関等に相談する

こともできます。管理職とも相談しながら進めましょう。 

地域の方々にゲストティーチャーとして道徳科の授業に参加していただき、自分

の体験や思いを話してもらうことで、児童生徒は、様々な人の生き方や考え方など

に触れ、道徳的価値の自覚や自己の生き方についての考えを深めることができます。

しかし、授業に直接参加していただくためには、打合せや日程の調整など実際には

なかなか難しいと思います。そこで、インタビュー動画を活用して、地域の人材を

授業で活用する方法がお勧めです。 

 

インタビュー動画を作成しておけば、いつでも授業で活用す

ることができます。年間指導計画に活用した人材や成果など

を記録しておき、教職員で共有しましょう。 
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地域の人材を探す際に活用できる主な関係機関等 

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

  

  

  

  

                   

                   

                   

 

 

 

 

                   

                   

                   

                   

 

 

 

 

保護者や地域の方々にボランティアとして学

校教育の諸活動に協力していただく拠点です。

学校支援センターを発展させた、地域学校協働

本部を設置している学校もあります。 

教育委員会の事務局に置かれ、社会教育を行

う者に専門的技術的な助言と指導をします。学

校が社会教育関係団体、地域住民その他の関係

者の協力を得て教育活動を行う場合に、必要な

助言を行います。 

地域の住民やボランティア、福祉・保健等の

関係者、行政機関の協力を得て、福祉のまちづ

くりをめざす民間の団体です。様々な場面で地

域の福祉増進に取り組んでいます。 

地域住民のために社会教育に推進する拠点施

設として中心的な役割を果たしています。住民

同士が「つどう」「まなぶ」「むすぶ」 ことを促

し、人づくり・地域づくりに貢献しています。 

 道徳科の授業に協力していただける地域の人材を探す際には、地域人材に関する

情報を提供している関係機関等に積極的に相談しましょう。関係機関等と連携する

ことで、地域の人材とつながりやすくなります。 
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オンラインで実施しましょう 

インタビュー動画を授業で活用する際の流れ（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関等にインタビュー動画撮影依頼の相談 

・インタビュー動画撮影の趣旨を説明する。 

・授業のねらい、どのような人材を探して 

いるのかを伝える。 

 

事前打合せ 

・授業のねらいや流れ ・質問事項 ・撮影の日時と場所 

・撮影する際の服装 ・時間配当  などについて確認する。 

授業の実施 

授業の評価・反省 

・年間指導計画に活用した人材や成果などを記録する。 

・お礼の連絡をする。 

インタビュー動画の撮影、編集 

地域の方と打合せや撮影の日程調整 

・打合せや撮影の日時や場所などを相談する。 

・授業のねらいや流れ、質問事項を伝える。 

 
児童生徒の授業の様子や感想など

も伝えましょう。 

 

 

地域でボランティア活動をして

いる方にインタビューをして、道

徳科の授業で活用しようと・・・ 

 

インタビューにご協力いただき

ありがとうございます。事前打合

せをお願いしたいのですが・・・ 

 
どのような活動をしている

のですか？ 

 
地域でボランティア活動をしている方

にインタビューをしてきました。 

 

依頼 

承諾 

講師 
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「ぐんまの道徳」を活用しよう 

 郷土資料集「ぐんまの道徳」は群馬県の偉人や自然、伝統文化などを教材として

作成された読み物資料です。小学校１・２年生向け、３・４年生向け、５・６年生向

け、中学生向けの計４種類で、各学校１学年に１クラス分配布されています。年間

指導計画に位置付け、活用しましょう。 

 

 群馬県内の学校関係者は、群馬県総合教育センター「G-TaK.NET」から、道徳郷土

資料集「ぐんまの道徳」に関わる電子データを閲覧・ダウンロードできます。閲覧・

ダウンロードを行う際には、群馬県総合教育センターから通知された文書に記載さ

れているユーザー名とパスワードを入力し、道徳郷土資料集「ぐんまの道徳」ポー

タルサイトを参照ください。 

 

URL：http://www.cms.gsn.ed.jp/nc/GTaK/htdocs/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域教材は、児童生徒にとって身近なものに感じられ、教材に親しみながら、郷

土愛の伸長とともに、ねらいとする道徳的価値について考えを深めることができま

す。地域教材は地域のことを扱うので、地域の人材を授業で活用する絶好の機会と

なります。また、教材に出てくる伝統工芸品などを実際に見せたり触れさせたりす

るなど、物的資源の活用も考えられます。地域教材を年間指導計画に位置付け、効

果的に活用しましょう。 

 

コラム⑥ 

http://www.cms.gsn.ed.jp/nc/GTaK/htdocs/
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出前講座を活用しよう 

 様々な団体が学校向けに出前講座を行っています。道徳教育と関連付けて積極的

に活用してみてはどうでしょうか。出前講座をいくつか紹介します。 

 

☆群馬県助産師会「いのちの大切さ出前講座」 

いのちのかけがえのなさ、大切さ、素晴らしさを伝え、児童生徒の自尊感情・自

己肯定感を培うことを目的とした講座です。 

URL：https://www.jyosansi-gunma.com/ 

 

 

 

☆群馬県獣医師会「動物ふれあい教室」 

獣医師を校医として小学校などへ派遣し、児童が動物とのふれあいを通じて、動

物の生態や正しい飼い方などを体験し、動物愛護の精神を養うことを目的とした講

座です。 

URL：http://gunma-vets.org/index.html 

 

 

 

☆マルチメディア振興センター e-ネットキャラバン「e-ネット安心講座」 

 ネット依存、ネットいじめ、不確かな情報の拡散、誘い出し・なりすまし、個人

情報、ネット詐欺、著作権・肖像権といった項目について、児童生徒に迫る危険の

実態を正しく知り、トラブルを未然に防ぐために、児童生徒及びその保護者や教職

員を主な対象とした講座です。 

URL：https://www.fmmc.or.jp/e-netcaravan/ 

 

 

 

学校向けに様々な

出前講座があるの

ですね。 

コラム⑦ 

https://www.jyosansi-gunma.com/
http://gunma-vets.org/index.html
https://www.fmmc.or.jp/e-netcaravan/
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第Ⅳ章 

 

小中連携 
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道徳教育を通して、どのように小中連携を図ればよいですか。 

管理職と相談し、中学校区内の小・中学校で互いの授業を参観で

きる機会を設けましょう。教職員が互いの実践、児童生徒の実態

などについて理解を十分に図ることが重要です。 

 学校公開日や計画訪問、研究授業などを活用して、中学校区内の小学校と中学校

で互いに授業を公開し、参観し合いましょう。日程や授業内容などの情報を共有し、

積極的に参観を呼び掛けるなど、参観できる環境を整えることが大切です。授業へ

の参観を通して、互いに学び合いながら、交流も深めましょう。 

授業をビデオやタブレットで撮影し、共有フォルダやクラウド上にデータを保存

しておくことで、直接参観に行けない教職員も、いつでも自由に授業を見ることが

できます。また、授業者は自分の授業を振り返ることができ、授業改善に生かすこ

とができます。学習指導案や板書のデータと一緒に保存しておくことで、次年度以

降の授業に生かすこともできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参観に行く時間がない

ので助かります。 

カメラは教室の前方と

後方に１台ずつ設置で

きるとよいです。 
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道徳科の研究授業を実施し、中学校区内の小学校と中学校で、互いに参観し合い

ましょう。学びのつながりを意識し、小・中学校で同じ内容項目で研究授業を実施

すれば、系統性の理解をより深めることができます。 

研究授業後には、合同で授業研究会を行いましょう。研究授業や授業研究会を通

して、授業の進め方や指導方法の違いなどについて理解を深め、互いの指導力向上

に努めましょう。 

 合同研修会の際に、道徳科の模擬授業を実施しましょう。模擬授業を実施するこ

とで、校種の違う教職員でも授業の具体的なイメージをもつことができ、授業展開

や発問の検討を行う中で、課題を発見したり、改善のアイデアを出し合ったりする

ことができます。学習指導案の問題点を具体的に把握し、課題を修正することによ

ってより質の高い授業につなげることができます。 

小・中合同でどのような研修を実施するとよいですか。 

模擬授業や研究授業、授業研究会などの実践的な研修を小・中合

同で行うことで、互いに学び合うことができます。 
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オンラインで実施しましょう 

道徳教育に関する合同研修会を実施する際の流れ（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・来年度の小中連携の内容を検討 

・管理職に相談 

中学校区内の管理職 

・来年度の内容や日程を検討、決定 

 

・小中連携の内容や日程の確認 

・小中連携に向けて準備 

道徳教育に関する小中連携の実施 

・模擬授業 ・研究授業、授業研究会など 

・今年度の小中連携の振り返り 

合同研修会を実施しましょう 

 

管理職に相談してみましょう 

年度末 

年度始め 

・事前打合せ 

実施前 

実施後 

 

 

 

10月にＢ小学校で実施ですね 

 

来年度も継続して実施しましょう 

10月頃はどうですか 

 

 

 

         

 

教職員に連絡をしておきましょう 

 中学校の授業も知りたいです 

 

 

 
家族愛の内容で研究授業を行います 

小学校の授業はとても勉強になりました 

Ａ中学校 

Ｂ小学校 

Ｃ小学校 

・時間 ・場所 ・当日の流れ ・司会進行 

・参加者 ・資料 ・準備するものなど 

について確認しましょう 
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合同研修会をもっと容易に実施できるとよいのですが、どうすれ

ばよいですか。 

メンターチーム同士で合同研修会を実施するなど、規模を小さく

することで準備などの負担が減り、実施しやすくなります。また、

ICTを活用することで効率的に進めることもできます。 

 メンターチームの研修に、中学校区内のメンターチームとの合同研修会などを取

り入れましょう。例えば、道徳科の学習指導案を検討したり、模擬授業を実施した

り、道徳科の授業の悩みについて話し合ったりするなどが考えられます。メンター

チームなので、全体の場では言いづらい意見や聞きづらいことも気軽に話し合うこ

とができます。 

若手教職員の交流にもつながります。 

学習支援ソフト 

 

 

 

学習支援ソフトを活用し、

参加者への連絡やデータ

の共有を行いましょう。 
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Web会議システムを活用し、オンラインで実施することで、あえて一か所に集まる

必要がなくなり、異なる場所から合同研修会に参加することができます。移動に使

う時間を減らすことで業務の効率化が図れます。 

 オンライン上で協議をする際には、デジタルホワイトボードが便利です。パソコ

ンやタブレットがあれば、付箋紙やワークシートが必要なくなります。書き込んだ

ボードはそのまま保存して共有できるので、議事録としても利用できます。 

デジタルホワイトボードの活用例 

少人数グループ分け機能を使えば、

参加者を少人数のグループに分けて

協議を行うことができます。 

参加者が自分でルームを選択する

こともできるので、事前に協議する

班を示しておきましょう。 

 

少人数グループ分け機能 

初めのページに

付箋の色や授業

の視点などが示

してあると分か

りやすいです。 
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＜事前準備＞ 

・学習支援ソフトを活用し、中学校区内の教職員への連絡やデータの共有を行えるよ

うにする。 

・道徳科の授業を撮影し、いつでも視聴できるよう学習支援ソフト上でデータを共有

する。（授業研究会までに視聴しておくよう伝える。） 

・Web会議システムの招待用URLを発行し、伝える。 

・デジタルホワイトボードを活用する場合は、使用するデジタルホワイトボードの

URLを伝える。（参加者が編集できるように共有しておく。） 

・協議の視点を示し、自分の考えをもった上で参加するよう伝える。 

 

 

＜授業研究会の流れ＞ 

時間(めやす) 内容 詳細 

２分 進め方の 

説明 

・授業研究会のねらい、流れ、時間設定などの説明をする。 

・効率的な話合いになるよう、協議する視点を一つから二

つ程度に絞っておく。 

５分 授業説明 

 

・授業者の思いや配慮した点、意見をもらいたい点などに

ついて説明する。 

３分 質疑応答 ・全体に関わる質問などがあるか確認する。 

25分 班別協議 ・少人数グループ分け機能を活用し、参加者を少人数のグ

ループに分ける。 

 

 

 

・グループごとに成果と課題、改善策を考える。 

15分 

 

全体発表 ・各グループの代表者が成果や課題、改善策を発表し、情

報の共有化を図る。 

５分 まとめ ・成果と課題についてまとめるとともに、課題の改善の方

向性を示す。 

５分 指導・助言 ・助言者がいる場合、指導助言を受ける。 

Web会議システムに接続できるか確認

する機会を設けておくと安心です。 

オンライン授業研究会を実施する際の流れ（例） 

ここまでの内容を組み合わせ、授業研究会をオンラインで実施

する際の流れを紹介します。 

グループとグループの進行役をあらかじめ決めて、伝えて

おくと、協議をスムーズに進めることができます。 
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